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第 3章 

 
メキシコにおけるトウモロコシ生産・流通・消費の動向 

―自由化から新たな輸入代替へ？― 
 

谷 洋之 
 

 

 

 

1． はじめに 
 
 トウモロコシは、メキシコにとって特別な作物であった。トウモロコシの起源について

は、詳らかになっていない部分も少なくないが、メキシコは少なくともその原産地の 1つ

とされ、数千年の長きにわたり人々の生活の糧であり続けてきた。また 16世紀初頭にスペ

イン人が到来するまで、トウモロコシは神聖なものとして先住民の精神生活において重要

な位置を占めてもいた。スペイン支配下および西欧思想の影響の強かった独立後の数十年

間においてはエリート層の蔑視の対象となったが、特にメキシコ革命後の体制がこの国を

要約： 

 本章では、メキシコにおけるトウモロコシの生産・流通・消費に見られた変化を概観

する。トウモロコシは、メキシコでは古くから主食の地位を占め、また革命後の体制の

もとでは国民統合の象徴として政治的・イデオロギー的役割をも付与されてきた。しか

し、1980年代半ば以降、急ピッチで進行した自由化政策の下で、この作物は純粋に「経

済財」として捉えられ始めているということができる。2000年代に入ってからは、トウ

モロコシを輸入代替しようという政策も推進されているが、それは政策担当者にとっ

て、また少なからぬ生産者や需要者によってトウモロコシが「経済財」と認識されてい

るがゆえのものであると言えるのである。 

 以下、本章では、第 2節でメキシコのトウモロコシをめぐる地理的・歴史的背景を概

観した後、北米自由貿易協定（NAFTA）の制度設計がトウモロコシの経済的・社会的位

置づけの変化に対応できなかった模様を記述し（第 3 節）、第 4 節ではこの作物の新た

な輸入代替政策について見ることで、その位置づけが複雑化している様子を跡づけたい

と考えている。 

キーワード：白トウモロコシ、黄色トウモロコシ、歴史的特殊性、NAFTA、契約栽培 
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「混血の国」と位置づけ、ギリシャ・ローマを起点とするヨーロッパ文明とメソアメリカ

を中心とする先住民文明の双方を継承する国民としてメキシコ人を規定すると、トウモロ

コシは国民統合の象徴としての役割を付与され、政治的・イデオロギー的に重要な資源と

目されることにもなったのである。 

 このようなトウモロコシの位置づけに大きな変化が訪れることになったのが 1980 年代

であった。対外債務危機に端を発する長期の経済停滞を契機に、トウモロコシは、いわば

「経済財」として位置づけられ始めたのである。もちろん、すべての変化が一夜にしても

たらされたわけではない。特にメキシコ革命の政治的成果を強調する左派勢力からは、ド

ラスティックな自由化政策に対して大きな批判・抵抗が試みられたし、多くの庶民が生産

し、消費するトウモロコシへの支援・補助を削減ないし撤廃することは、多大な政治的コ

ストを生じさせるものであった。少なからぬメキシコ人にとってトウモロコシは、依然と

して「特別な」作物であり続けている。我が国においてコメが果たしていた政治的・経済

的・社会的役割と一脈通ずるものを持っていると言ってよいかもしれない。 

 他国との比較においてメキシコのトウモロコシについて理解しようとする際に、このよ

うな歴史的な特殊性を視野に収めずして論ずることはできない。本書で取り上げられてい

る米国、ブラジル、アルゼンチンといった米州の他の国々では、国土は基本的に新たに開

拓された土地であり、トウモロコシはそこに長年暮らしてきた人々の主食というよりも、

外来の商品作物であった。このような意味において「歴史を背負っていない」地域におけ

るトウモロコシと、メキシコのようにそれが特に庶民の生活や心情に埋め込まれている地

域におけるトウモロコシとでは、例えば遺伝子組み換え作物への対応ひとつとっても、必

然的に大きな違いが現れてこざるを得ないのである。 

 しかしながら、メキシコも地理的・歴史的に多様性を持った国である。メキシコにも他

国について上で見たような「歴史を背負っていない」地域があり、そこにおけるトウモロ

コシ生産は、特に 1990年代以降、とみに重要性を増している。また 2000年代に入ってか

らの世界的な穀物価格の高騰は、メキシコ国内の消費嗜好の変化とともに、トウモロコシ

が「経済財」と位置づけられつつあるが故に、生産者や政策当局の意志決定に大きな影響

を与えている。このようにメキシコのトウモロコシをめぐる動向は、複雑さの度合いを高

めているということができる。 

 本章は、このような考え方に立ち、地理的・歴史的な背景を意識しつつ、近年における

トウモロコシの生産・流通・消費の動向を確認しておこうとするものである。そのために、

まず次節では、メキシコをその地理的特徴により区分しながらトウモロコシ生産の状況を

確認した後、連邦政府によりトウモロコシ流通政策が企図された 1930年代から総合的かつ

野心的な食糧政策の策定と挫折を見た 1980年代初頭を経て、経済政策の大転換を経験した

今日までの動静を、主に生産統計を参照しながら通覧する。続く第 3節では、北米自由貿

易協定（NAFTA）を中心とする 1990年代以降の自由化政策がトウモロコシの生産・流通・
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消費に及ぼした影響を、第 4節では 2000年代に入ってからのトウモロコシ生産・流通に対

する連邦政府の支援策を検討する。その上で最終節では論点の要約を行なうとともに若干

の展望を付して結ぶこととしたい。 

 

 

2．トウモロコシをめぐるメキシコの地理的・歴史的背景 
 
2.1 メキシコの地理的多様性 
 
 メキシコは、およそ 197万平方キロメートルの国土を持つ広大な国であり、31州と 1連

邦区(Distrito Federal)により構成されている（図 1）。国土は、人口が稠密で熱帯低地と高原

地帯から成る中南部と、人口が稀薄で乾燥気候が優越する北部とに大きく二分され、それ

ぞれが考古学上の概念である「メソアメリカ (Mesoamérica)」と「アリドアメリカ

(Aridoamérica)」に概ね相当する。前者においては、古くから定住と農耕で栄え、先住民の

共同体的な社会の影響が現在でも色濃く残る地域である。トウモロコシの揺籃の地となっ

たのもこの地域である。それに対して後者は、スペイン植民地時代に至るまで非定住型の

先住民が優勢な地域であり、銀鉱山を求めるスペイン植民地政府が彼らを駆逐する形で支

配領域を広げていった歴史から、賃金労働や市場経済が比較的早い時代から浸透した地域

でもある。現在でも北部では主食としてはトウモロコシよりも小麦が好まれることが多く、

中南部とは異なる文化圏に属すると見ることもできる。 

 地形や気候、そして農業生産の特徴を勘案しながら、メキシコの国土をさらに細かく 9

地域に区分し1（図 1 参照）、そこでの大まかな需給バランスを作業仮説的に提示しておく

ことにしよう。それら 9地域とは、さしあたり： 

 

①北西部（バハカリフォルニア、バハカリフォルニア・スル、ソノラ、シナロア） 

②北部（チワワ、ドゥランゴ） 

③北東部（コアウイラ、ヌエボ・レオン、タマウリパス） 

④中西部（ナヤリー、ハリスコ、コリーマ、グアナフアト、ミチョアカン） 

⑤中北部（サカテカス、サンルイスポトシ、アグアスカリエンテス） 

⑥中部（ケレタロ、イダルゴ、メヒコ、連邦区、モレロス、トラスカラ、プエブラ） 

⑦南部（ゲレーロ、オアハカ） 

⑧南東部（ベラクルス、タバスコ、チアパス） 

⑨ユカタン（カンペチェ、ユカタン、キンタナ・ロー） 

                                                      
1 この地域区分に関しては、石井[1986: 29-41]の記述を参考にした。 
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としておく。このうち①北西部は、きわめて乾燥した地域であるが、土地自体は肥沃であ

り、1940年代から連邦政府による大規模な灌漑施設の建設が行なわれ、農業先進地域とし

て知られている。また北米市場に隣接していることから、③北東部とともに商業的農業が

発展した地域でもある。①～③および⑤については、アリドアメリカに分類される地域で

あり、人口密度が低く、土地所有規模は概して大きい。 

④中西部についても、古くから農業生産の盛んな地域とされているが、この地域では概

ね 5月から 9月にかけて降水があり、天水農地の比重が高まる。⑥中部は、首都メキシコ

市を擁する人口密集地で、伝統的にトウモロコシ栽培も盛んであったが、同時に需要規模

も大きい。⑦南部は、先住民比率の高い地域であり、小規模な天水農地において伝統的な

品種と農法を用いた自家消費的な生産が優勢である。⑧南東部は湿潤な熱帯低地が多く、

トウモロコシの大半が生産されている春夏(Primavera-Verano: PV)シーズンだけでなく、天

水での秋冬(Otoño-Invierno: OI)作も見ることができる。⑨ユカタンは、基本的に石灰岩質

で表土が薄く、土地生産性の向上が難しい地域ということができる。 

表 1には、各地域におけるトウモロコシ生産量と人口、仮定的なトウモロコシ消費量と

して国内消費量2を各地域の人口比率で案分した数値、そしてそれらから算出された各地域

                                                      
2 (期首在庫)＋(国内生産量)－(自家消費量)－(輸出量)＋(輸入量)－(期末在庫)。具体的な数値については、第 4
節で取り扱う。 
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の「需給バランス」が掲げられている（いずれも 2008年の数値）。この地域別消費量につ

いては、当然のことながら、各地域の消費嗜好（例えば北部ではトウモロコシよりも小麦

が好まれる）、所得水準（所得が多ければ劣等財である主食作物の消費量は減少するが、同

時に食肉の消費増を通じた飼料としての穀物需要は増大する）、トウモロコシを投入財とし

て使用する牧畜業や加工業の立地（当該地域が食肉や製品の最終需要地とは限らない）な

どが考慮される必要があり、その意味では「需給バランス」は正確なものではあり得ない。

しかしながら、現時点で明らかではないメキシコ国内でのトウモロコシの流通経路を突き

止めようとする際に、その手がかりとして利用できるのではないかと考えられる。 

 

表 1 地域ごとのトウモロコシ需給バランス（2008 年） 

地域名 
トウモロコシ生産

量（トン） 

人口シェア（％）

(1) 

トウモロコシ消費

量（トン） 
域内需給バランス

①北西部 5,573,800 8.10% 2,111,557 3,462,244

②北部 1,140,782 4.60% 1,199,156 -58,374

③北東部 609,503 9.41% 2,453,055 -1,843,553

④中西部 6,539,329 16.59% 4,324,781 2,214,548

⑤中北部 744,226 4.69% 1,222,617 -478,392

⑥中部 4,276,757 33.64% 8,769,477 -4,492,720

⑦南部 2,188,640 6.41% 1,670,997 517,643

⑧南東部 3,079,799 12.97% 3,381,097 -301,298

⑨ユカタン 257,443 3.59% 935,863 -678,420

全国計 24,410,279 100.00% 26,068,600 -1,658,321

(1)2005 年 

(出所)トウモロコシ生産量：SIAP(http://www.siap.gob.mx/ventana.php?idLiga=1043&tipo=1)、 

人口シェア：INEGI(http://www.inegi.org.mx/est/contenidos/espanol/rutinas/est.asp?t=mpob02&c=3179) 

トウモロコシ供給量：SIAP(http://www.siap.gob.mx/ventana.php?idLiga=1808&tipo=1)のデータを基に筆者作成。 

 

 また図 1には、主なトウモロコシ輸入港についても記されている。メキシコが輸入する

トウモロコシは、その全量が米国産のものであると考えて差し支えないが、その輸入ルー

トは、①ニューオリンズからメキシコ湾岸諸港への海上輸送、②同じくニューオリンズ港

からパナマ運河経由、太平洋岸諸港への海上輸送、そして③北部国境を経由する鉄道輸送、

以上 3 つがあり、少々古い数字ではあるが 1998～2000 年におけるその比率は、それぞれ

55.7％、0.9％、43.4％であった（García Salazar y Williams [2004: 189]）。 

 このようにメキシコには、多様な気候風土を持つ諸地域が含まれ、それらが相互に複雑
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に関係し合いながら存在しているということができる。したがって、メキシコのトウモロ

コシの生産・流通・消費の動向を理解するには、マクロ的な動向を押さえておくことが重

要であることはいうまでもないことであるものの、こうした地域ごと、あるいは州ごとの

数値も把握した上で検討を行なっていかなければならないのである。 

 

2.2 トウモロコシ生産の歴史的変遷 
 
 次にメキシコにおけるトウモロコシ生産の動向を歴史的に検討することにしよう。図 2

を一見する限り、その生産は順調に伸びてきたようにも見えるが、そこにはいくつもの紆

余曲折があった。 

農村人口が国民の大半を占めた時代にあっては、トウモロコシは元来、自家消費を基本

とするものであった。しかしながら、1930年代に入ると徐々に都市化が進む一方で、食糧

の国内輸送および一時的な保管のためのインフラの不足から、都市における食糧不足とそ

れにともなうインフレの昂進が大きな問題となった。第二次世界大戦の勃発による鉄道輸

送力の不足がそれに拍車をかけた。このことから連邦政府は、食糧管理政策を開始するこ

とになる。当初は、都市部、特に首都における価格高騰の抑制が政策の主たる目的であり、

1937年に小麦市場調整委員会(Comité Regulador del Mercado del Trigo)が、翌 38年には大衆

消費物資市場調整委員会(Comité Regulador del Mercado de las Subsistencias)が設置された。

しかし政府は、直接買い付けと消費地への輸送、また基礎穀物の輸出入にも乗り出し、同

委員会は 1941年には国立流通調整公社(Nacional Distribuidora y Reguladora, S.A. de C.V.: 

NADYRSA)に、さらに 49 年にはメキシコ輸出入公社(Compañía Exportadora e Importadora 

Mexicana, S.A.: CEIMSA)へと改組された。1953年にはトウモロコシを含む主要穀物につい

て「保証価格(precio de garantía)」を設定され、これはトウモロコシについては 1999年まで

存続した。また当初は輸出入を主な業務としていた CEIMSA が 1961 年、国内流通をも担

当する国営大衆消費物資供給公社 (Compañía Nacional de Subsistencias Populares: 

CONASUPO)に改組され、その業務が大幅に拡張された3。 

トウモロコシ生産量は、1940 年代半ば以降、着実に増え始め、1960 年代に入るとその

伸びは一層急激になった。しかし、この生産量の増加は、60年代半ばを過ぎると頭打ちに

なる。60年代前半には輸出すら見られたが、70年代に入ると一転して大量のトウモロコシ

輸入を余儀なくされるようになり、国際的な穀物価格の高騰とも相俟って、トウモロコシ

をはじめとする基礎穀物の国内自給が政策課題として浮上することとなった。こうして策

定され、1980年に実施が開始されたのが「メキシコ食糧計画(Sistema Alimentario Mexicano: 

                                                      
3 組織拡充の展開については、Ochoa[2000: 14]を、保証価格制度および国営企業による穀物流通については、
Appendini [1985]、Solís Rosales [1990]、Martínez Fernández [1990]、Fox [1993]、Ochoa [2004]をそれぞれ参照せ
よ。 
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SAM)」である4。メキシコは、1970 年代に入ってから一躍世界有数の産油国になったが、

その莫大な石油収入を投入して、主に中南部の天水農地における生産に梃子入れを図ると

いうのが、この政策の眼目のひとつであった。図 2に見える 1980年代初頭のピークは、た

またま良好な気象条件に恵まれたこともあったが、この政策に負うところも大であった。 

このように SAM は、トウモロコシの生産増加に貢献するところが大きかったが、1982

年に表面化した対外債務危機を機に放棄され、積極的な財政投入によって支えられていた

トウモロコシ生産量の伸びも止まった。農業部門に対しても、1980年代末にはトウモロコ

シとフリホル豆を除く 10 品目について保証価格制度が廃止されたほか、1990 年から交渉

が開始され、94年 1月 1日に発効した北米自由貿易協定(NAFTA)では、14年という時間を

かけてではあったが、トウモロコシ貿易の完全自由化が具体的に規定されるなど、市場メ

カニズムを重視する政策論理が厳格に適用されるようになっていった。 

しかしながら、図 2によれば、自由化への流れが本格化したにもかかわらず、1990年か

ら 93年にかけてトウモロコシ生産量は大幅に増えることになった。その後はしばらく横ば

いが続いたが、2000 年代の特に半ば以降、NAFTA 発効前の予想に反して再び急増を示し

ている。結論を先取りしていえば、こうした動きは生産者が積極的に価格シグナルに反応

することによってもたらされたものである。その理由を検討するためには、先に触れたメ

キシコの地理的特性を踏まえた上で、州別の生産動向を見ておく必要がある。ここで項を

改め、1990 年から 2008 年にかけてのトウモロコシ生産量を州別に集計した表 2 を基に、

その模様を見てみることにしよう。 

 

（出所）INEGI [2009]を基に筆者作成。 

                                                      
4 SAMについては、石井[1986: 43-53]、Luiselli [1982]を参照のこと。 
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2.3 近年におけるトウモロコシ生産動向の変化 
 

1990年代初頭の動きで特に目を引くのは、北西部シナロア州における生産量がきわめて

高い伸びを示していることであろう。1990年と 93年の数値を比較してみると、8倍近い伸

びとなっている。シナロア州のほかにも、増加率でいえばバハカリフォルニア、バハカリ

フォルニア・スル、コアウイラ、絶対的な増加量でいえばチワワ、ソノラ、タマウリパス

といった北東部・北部から北西部にかけての諸州がずらりと並んでいる。特に北西部は、

先述のように 1940年代以降、連邦政府が整備してきた灌漑施設の恩恵を受けて、古くは棉

花、また近年に至るまでトマトをはじめとする蔬菜・果実類を大規模かつ商業的に生産し

てきた地域である。輸入代替工業化期のメキシコにおいては、重要な外貨獲得源であり、

それ故にこそ農地改革が骨抜きにされてきた地域でもあった（石井[1983: 18-21; 26-31]; 石

井[2008: 73-78]）。また同じようにトウモロコシ生産を伸ばしたグアナフアト州、チアパス

州も商品作物の生産が盛んな地域であった。 

伝統的にトウモロコシは、メキシコ革命で重要な役割を果たしたとされる農民

(campesinos)が自家消費的に栽培していると想定されてきた。実際に人口が稠密で、かつ先

住民比率も高い中部・南部では、そのような「農民」が優勢でもあった。しかし、1990年

代に入ってから見られたトウモロコシ生産の伸びは、大規模に栽培を行なう商業的な生産

者、あるいは生産企業が価格シグナルに反応したことによって生み出されたものであった

のである。 

しかしながら、この「価格シグナル」は必ずしも市場メカニズムの中から発されたもの

ではなかった。それは、連邦政府の政策によって発信されたものだったのである。 

1989年のシーズンをもってトウモロコシとフリホル豆を除く主要穀物・油糧作物につい

ての保証価格制度が廃止されたことはすでに述べた。これらの作物の価格決定は、市場メ

カニズムに委ねられたわけである。しかし、多くのメキシコ人なかんずく庶民の主食であ

るトウモロコシ、そしてそれに次ぐ地位を日々の食事の中で与えられているフリホル豆に

ついては、保証価格制度が維持されたばかりか、翌 1990年のシーズンから保証価格が大幅

に引き上げられもした5。また、すでに NAFTAの基本合意（1992年 8月）が成立し、批准

と発効を待つばかりになっていた 1993 年には、農村直接支援プログラム(Programa de 

Apoyos Directos al Campo: PROCAMPO)が運用を開始された。このプログラムは、同年から

15年間にわたり、保証価格制度の対象となっていた作物を耕作している生産者に対し、そ

の耕作面積に応じた補助金を現金で直接支給しようとするものである。このような政策に

より、商業的生産者にとっては見かけ上、トウモロコシの収益性が著しく向上したのであ

った。こうして生産量が大幅に増加した結果、メキシコは 1993年、およそ 20年ぶりにト

                                                      
5 トウモロコシとフリホル豆の保証価格は、それぞれ 46％、79％引き上げられた。Appendini [2001: 264]。 
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ウモロコシとフリホル豆の自給を達成し、このことは当時のサリーナス政権の大きな成果

として喧伝された（谷[2008: 32-36]）。 

 

 

 

このような傾向は、その後も強まりつつある。ここでは、上で検討した 1990 年と 1993

年、そして執筆時点で最新の 2008年における主要生産州について、トウモロコシ生産量を

秋冬および春夏のシーズンにより分けた数値をさらに灌漑農地と天水農地の別に分け、そ

れを確認したい（表 3）。 

そもそもメキシコのトウモロコシは、春夏シーズンに天水農地で生産されるものがメイ

ンであった。表 3中の「全国計」の数値から計算すれば、1990年にはこのパターンの生産

が全生産量の 75％を占めていたことがわかる。それが 1993 年には 54.7％に急落し、2008

年の数値でもほぼ同様のシェアとなっている。その一方で、灌漑農地で生産されるトウモ

ロコシは、1993年以降、すでに 4割を超え、そのうち秋冬シーズンに生産されるものに限

秋冬 春夏 秋冬 春夏 秋冬 春夏
灌　漑 灌　漑 灌　漑 灌　漑 灌　漑 灌　漑
天　水 天　水 天　水 天　水 天　水 天　水

55,060 0 28,702 8,958 32,448 3,963
0 1,020,288 56,090 1,500,350 127,580 1,461,359

884 221,242 10,657 835,297 7,972 927,143
0 444,305 0 409,752 0 564,079

38,451 12,845 26,087 21,904 78,382 44,741
1,871 774,385 3,024 835,821 4,076 1,275,847
4,698 93,948 9,074 165,969 11,418 239,296
677 2,126,446 2,580 2,202,036 2,591 2,951,712
65 481,152 565 320,920 1,293 424,931
0 1,915,927 0 911,965 0 1,475,795

9,423 197,011 8,759 226,601 22,564 512,867
0 698,323 0 825,409 430 1,073,056

5,868 124,768 8,769 121,577 18,746 170,686
10,910 937,949 37,848 850,690 33,798 797,413

233,150 50,819 1,725,431 696,703 4,960,399 332,460
1,705 31,098 2,338 24,624 2,796 73,206
7,069 9,519 7,382 7,047 10,986 10,559

144,624 581,603 204,444 561,039 331,240 977,560
354,668 1,191,304 1,825,426 2,404,976 5,144,208 2,666,646
159,787 8,530,324 306,324 8,121,686 502,510 10,650,026

1,056,872 2,251,659 3,323,215 4,380,443 5,892,247 4,544,653
345,666 10,981,242 500,224 9,921,381 720,451 13,252,928

34% 53% 55% 55% 87% 59%
46% 78% 61% 82% 70% 80%

シナロア

ベラクルス

主要州計

全国計

主要州比率

（出所）メキシコ農業省農牧漁業情報サービス(SIAP)のデータを基に筆者作成

グアナフアト

ゲレーロ

ハリスコ

メヒコ

ミチョアカン

プエブラ

表3　主要トウモロコシ生産州におけるシーズン別・水利別生産量（トン）

1990 1993 2008

州名

チアパス
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ってもその比率は、1990 年の 9.6％から 93 年には 21.1％、2008 年には 27.1％と一貫して

上昇している。中でも、先に触れたシナロア州の灌漑農地における秋冬トウモロコシが全

体に占める割合は、1993年にすでに 9.5％であったものが、2008年には 20.3％まで高まっ

ている。これは、2000年代後半に入ってからの国際的な穀物価格の高騰に反応して生産を

急増させた可能性があり、このことは、トウモロコシ生産が他の作物と収益性を比較しな

がら容易に参入と退出を行えるような、純然たる商品作物としての性格を強めていること

を意味していると考えられる。 

 

 

3．北米自由貿易協定（NAFTA）のもたらした矛盾 
 

1990年に NAFTA締結に向けた交渉が開始され、その内容が徐々に明らかになっていく

につれて、それをあたかも「魔法の杖」のごときものとして捉える賛成論とともに、きわ

めて強硬な反対論が展開された。中でも重要なもののひとつにトウモロコシ輸入自由化へ

の反対論があった。結局 NAFTAでは、フリホル豆、粉ミルク、砂糖などとともに 14年と

いう例外的に長い移行期間が設定されつつも、北米地域におけるトウモロコシ貿易の完全

自由化がスケジュールに載せられることになったが、1994年 1月 1日の発効後も農業条項

への修正を求める動きはメキシコ国内で根強く残り、時にはそれが大規模な大衆動員を伴

う運動にまで発展した。元来、飼料用・加工用と捉えられている米国産の「黄色いトウモ

ロコシ(maíz amarillo; yellow corn)」から作られたトルティージャが食卓に上ることは、「米

国から押しつけられた」緊縮政策を「米国にシンパシーを感じている」富裕な政治家が断

行することで生活が苦しくなったとメキシコ人一般、特に庶民が感じるとき、彼らのナシ

ョナリズムを大いに刺激することにもなった。 

NAFTAの枠組みの下では、発効時に年間 250万トンの免税輸入枠が設けられた。この枠

は翌年以降、年 3％の割合で拡大されていくこととされていたので、移行期間最終年の 2007

年には 367万トンあまりの免税輸入枠が用意されていたことになる。この枠を超える輸入

に対しては、輸入ライセンス制の関税化に当たる基礎関税率で 1トンあたり 206ドルもし

くは従価税方式で 215％のいずれか低い方が課されることとされていた。この関税率につ

いても、発効 6 年目の 1999 年までは年に 8.6 ポイント、それ以降はおよそ 18.2 ポイント

の割合で引き下げられ、2008年 1月 1日には米国産トウモロコシの輸入が完全に自由化さ

れることが規定された（USDA [2005]）。 

しかしながら、メキシコには 1996 年以降、97 年を除き、この免税輸入枠をはるかに超

える量のトウモロコシが輸入されていた（Romero y Puyana [2004: 70]; Vega Valdivia y 

Ramírez Moreno [2008: 79]）。1999年からは、連邦歳入法(Ley de Ingresos de la Federación)に

おいて米国から輸入されるトウモロコシに対する関税の追加減免枠が明示的に設定される
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ようになった（Romero y Puyana [2004: 73]）。さらに、NAFTAの枠内で、トウモロコシな

ど僅かな品目を除き、すべての財について関税が撤廃された 2003年からは、NAFTA発効

前には予期されていなかった新たな事態に対処すべく、より本格的な制度構築が行なわれ

るようになった（Romero y Puyana [2004: 73-74]）。この制度については、次節で述べること

とし、ここではさしあたり NAFTA で想定されていた以上のトウモロコシの大量輸入が行

なわれるようになったことだけを確認しておきたい。 

さて、それでは、この新たな事態とは、どのようなものであったのだろうか。NAFTA交

渉過程にあっては、トウモロコシはまずもって人が主食として直接口にすることが前提と

されており、それが家畜・家禽の飼料として、あるいは製造業への投入財として利用され

ることは、少なくとも NAFTA の設計の際にはあまり考慮されていなかったように思われ

る。実際、1970 年代から 80 年代にかけて問題となっていたのは、トウモロコシよりも飼

料作物であるソルガムの方が収益性が高いとして生産の代替が行なわれた結果、食糧とし

てのトウモロコシの自給率が低下するという論点であった（Barkin y Suárez [1982]）。 

しかしながら、NAFTA後に起こった経済社会全体の変化により人々の消費嗜好が大きく

変わり、それがこの国の食糧需要構造を大きく転換させることとなった。例えば、主食で

あるトルティージャの 1人・1日当り消費量は、1995年の 326グラムから 2008年には 225

グラムへと、NAFTA発効後の僅かな期間におよそ 3割も減少した（Arreola [2008]）。トル

ティージャの主原料は、メキシコではトウモロコシ生産の大きな部分を占めながら、国際

的にはほとんど生産されていない白トウモロコシ(maíz blanco; white corn)であるが、

NAFTAではトウモロコシに対する保護は白、黄色に関わらず均一であったのである。 

 

 
 

それに対し食肉需要は、表 4からわかるように同じ期間に大きな伸びを示した。特に鶏

肉と鶏卵は 13 年間に概ね倍増している。養鶏業者の購入する輸入飼料の 60％はトウモロ

コシとソルガムであるが、両者のうち業者が選好するのは栄養価からトウモロコシであり、

さらにトウモロコシの中でも飼料として好まれるのは、精肉にしたときの発色がよくなる

とされる黄色トウモロコシである（Flores[2008: 9]）。世界のトウモロコシ生産の大半を占

める黄色トウモロコシは、白トウモロコシとは対照的に、メキシコ国内ではあまり生産さ

表4　メキシコの枝肉・卵生産量（トン）

1995 2008
牛肉 1,412,336 1,667,136
豚肉 921,576 1,160,677
鶏肉 1,283,867 2,580,779
鶏卵 1,241,987 2,337,215

（出所）SIAP（http://www.siap.gob.mx/

ventana.php?idLiga=1245&tipo=1）
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れてこなかった。鶏肉に対する需要の増加は、投入財としての黄色トウモロコシに対する

間接需要となって市場に現れたわけであるが、輸入に頼らざるを得なかったこの産品にも

NAFTAの保護措置は、白トウモロコシと区別なく適用される規定となっていたのである。 

こうした矛盾は、食肉やデンプン・甘味料といったトウモロコシを原材料とする製品の

輸入が 2003年までに自由化されると一挙に表面に現れてくることになった。国内に立地す

る畜産業者や製造業者は、国内産の安価な投入財を使うことのできる米国の同業者との競

争上、不利な立場に置かれることになるからである。メキシコ国内で飼料用トウモロコシ

の需給が逼迫すると、2003 年で移行期間の終了した粗砕トウモロコシ(maíz quebrado; 

cracked corn)の輸入が急増した（Zahniser and Crago [2009: 16-17]）。畜産業者の中には、米

国内で購入したトウモロコシをトン当り 8ドルのコストをかけて砕いた上で輸入する者も

いたという（Vega Valdivia y Ramírez Moreno [2008: 79]）。 

このように、トウモロコシ問題はもはやトウモロコシだけの問題ではなくなっている。

先にも触れたように、2003年以降、メキシコ政府も「生産連鎖(cadena productiva; productive 

chain)」という概念を取り入れて、農業生産だけにとどまらない包括的な政策の模索を始

めることになった。周知のように、2007年以降、投機資金の流入やトウモロコシを原料と

するバイオ・エタノール生産拡大への思惑から国際穀物価格が高騰したほか、石油価格し

たがって輸送費も同様に急上昇した。安定供給を睨んだ黄色トウモロコシの輸入代替も視

野に入れながら政策動向を見極めていく必要があるように思われる。 

 

 

4．トウモロコシ生産連鎖と新たな輸入代替 
 

4.1 トウモロコシ生産連鎖 
 

 前節で述べたような「生産連鎖」は果たして生み出されつつあるのだろうか。それを検

証するひとつのステップとして農業省農業食糧漁業情報サービス機構(Servicio de 

Información Agroalimentaria y Pesquera: SIAP)が毎年作成している需給バランスの数値を見

て確認しておこう。図 3-1～3-3は、インターネット上で公表されている最も古い 2002年、

2008年、および最新の 2009年の数値について、それぞれ視覚化したものである。 

検討に入る前に若干の注釈を加えておきたい。この統計で白トウモロコシと黄色トウモ

ロコシが区別されるようになったのは 2008年からであり、図 3-1では合計のみが表示され

ている。また、ザーナイザーとクレーゴによれば、先述の粗砕トウモロコシの大量輸入は

2002年に始まっているが、貿易統計上は別品目であり、この図には反映されていない。他

方、米国産トウモロコシの輸入が完全自由化された 2008年には、粗砕トウモロコシの輸入
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は激減しており、2002年と 2008年以降の数値を比較する際には注意が必要である6。さら

に、この数値は実測ではなく、多分に SIAPによる推計を含んでいる。特に工業需要は、「産

業界提供の情報」となってはいるものの、2003年以降、同じ数字が並んでおり、その間の

動向を考えるならば、2008年および 2009年には過小評価になっている可能性がある。こ

のような問題を含んだ数字ではあるが、ひとまずの目安として概観しておきたい。 

この 3枚の図を見比べて、まず確認できることは、収穫量の変動に対して市場への出荷

分の変動が小さいことである。本稿には具体的な数値を掲げていないが、2003年から 2007

年にかけての数値と比較しても同様のことがいえる。これは、自家消費量がバッファーの

役割を果たしていると見ることもできるが、2009年には白トウモロコシの生産量が前年に

比べて大きく減少する一方で、同じ品目の市場における食糧・牧畜需要は僅かながら増え

ており、自家消費の不足分が市場での購入で補われている可能性がある。他方、黄色トウ

モロコシについては、ほぼ全量が市場に出荷されていると見てよい。自家消費分がマイナ

スとなっているが、出荷は収穫の翌月に行なわれることが想定されており、そのタイムラ

グを考え合わせれば、この値は誤差の範囲内と見るべきであろう。 

次に確認すべきは、牧畜需要の大幅な伸びであろう。2002年の 430万トンという数値は、

先にも触れた粗砕トウモロコシ輸入が同年に 100万トン程度あったことを考え合わせると

過小評価である可能性があるが、それでも 1000万トン前後にまでこの需要が伸びているこ

とは、特筆に値する。それとともに注目されるのは、この牧畜需要量と輸入量との比率で

ある。2002年には、前者は後者の 8割程度であったが、2008年には 115％、09年には 129％

と輸入量を大きく凌駕するようになっている。次項で検討するように、2003年から「生産

連鎖」を意識した連邦政府の支援策がスタートしており、その成果から部分的に飼料用ト

ウモロコシの輸入代替過程が進んでいる可能性がある。また、国内産の白トウモロコシの

出荷量が減少しているにもかかわらず、その牧畜への投入量は増加しており、白トウモロ

コシの余剰分が市場を介して畜産部門へと円滑に流通するようになってきているとも考え

られる。これらの諸点については、その過程を現地調査および聴き取りを行なうことによ

り確認する必要があろう。 

 

 

                                                      
6 粗砕トウモロコシの正確な輸入量は検出できなかったが、Zahniser and Crago [2009: 17]に掲げられているグ
ラフによると、2007年におよそ 300万トンであったその輸入が 2008年には全体から見れば無視しうる値にな
っており、その分が図 3-2および図 3-3の数値には通常の「トウモロコシ」輸入として付け加わっている可能
性がある。2007年から 2008年にかけて「トウモロコシ」輸入量は白も黄色も増加を示しているが、粗砕トウ
モロコシを合わせた実質的なトウモロコシ輸入量は 200万トン程度の減となっている。 
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図3-1　トウモロコシ国内需給バランス（2002年）

（単位：1000トン） 国内供給量

19,962.9

自家消費量 収穫量 出荷量 輸入量 期首在庫

6,757.6 19,747.5 12,989.9 5,460.6 1,512.4

輸出 食糧 牧畜 工業 種子 損耗

157.2 10981.5 4299.7 1893.2 206.8 763.9

国内需要量

期末在庫 18145.1

1,660.6

（出所）SIAP, Balanza nacional disponibilidad-consumo (http://www.siap.gob.mx/ventana.php?idLiga=1597&tipo=0)

図3-2　トウモロコシ国内需給バランス（2008年）

（単位：1000トン） 国内供給量
白 17,474.1
黄 11,588.7
計 29,062.8

自家消費量 収穫量 出荷量 輸入量 期首在庫
白 7,481.4 白 22,616.4 白 15,135.0 479.0 1,860.1
黄 -4.7 黄 1,480.0 黄 1,484.7 8,611.8 1,492.2
計 7,476.7 計 24,096.4 計 16,619.7 9,090.8 3,352.3

輸出 食糧 牧畜 工業 種子 損耗
白 53.5 白 11,423.7 2,798.0 0.0 193.2 646.4
黄 0.0 黄 304.3 7,650.0 2,374.8 0.0 158.9
計 53.5 計 11,728.0 10,448.0 2,374.8 193.2 805.3

国内需要量

白 15,061.3
期末在庫 黄 10,488.0

白 2,359.3 計 25,549.3
黄 1,100.7

計 3,460.0

（出所）図3-1に同じ。
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最後に、2008年から 2009年にかけて黄色トウモロコシの輸入量および畜産需要が減少

している点は、世界的な金融危機による景気後退により食肉需要が減少している影響もあ

ると考えられ、趨勢的なものとはならないであろうと考えられる。むしろ注目すべきは、

こうした状況の中でも、黄色トウモロコシの収穫量・出荷量が僅かながらであれ増加して

いる点であり、前段で触れた白トウモロコシの収穫量・出荷量の減少と併せて考えると、

次項で取り上げる白トウモロコシから黄色トウモロコシへの転作奨励政策の効果である可

能性がある。この点についても現地調査により検証していく必要がある。 

 

4.2 黄色トウモロコシの新たな輸入代替へ 
 

 ここまででたびたび言及してきたように、2003年の連邦歳入法から、免税枠を超える米

国からのトウモロコシ輸入に対する関税減免枠を認可する条件として、国内産の黄色トウ

モロコシの購入を申請企業に義務づける条項が付け加えられることになった。そして黄色

トウモロコシの生産者と需要企業との間の円滑な取引を確保すべく、同法は、農業省に対

し、その外局である農牧産品流通支援サービス機構(Apoyos y Servicios a la Comercialización 

Agropecuaria: ASERCA)を通じ、転作奨励・契約栽培斡旋事業を行なうことを命じているの

図3-3　トウモロコシ国内需給バランス（2009年）

（単位：1000トン） 国内供給量
白 16,616.8
黄 9,697.6
計 26,314.4

自家消費量 収穫量 出荷量 輸入量 期首在庫
白 3,707.1 白 17,818.1 白 14,111.0 146.5 2,359.3
黄 -1.7 黄 1,521.7 黄 1,523.4 7,073.5 1,100.7
計 3,705.4 計 19,339.8 計 15,634.4 7,220.0 3,460.0

輸出 食糧 牧畜 工業 種子 損耗
白 245.8 白 11,515.1 2,945.6 0.0 202.0 590.3
黄 0.0 黄 309.2 6,391.3 2,374.8 0.0 136.6
計 245.8 計 11,824.3 9,336.9 2,374.8 202.0 726.9

国内需要量

白 15,253.0
期末在庫 黄 9,211.9

白 1,118.0 計 24,464.9
黄 485.8

計 1,603.8

（出所）図3-1に同じ。
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である7。 

 この政策は、こうして公的部門に一定の役割を付与しているわけであるが、このことは

1980年代半ば以降、政府が追求してきた市場指向的な政策体系と必ずしも矛盾するわけで

はない。ASERCAの斡旋する栽培契約での取引価格は、「無差別価格(precio de indiferencia)」

と呼ばれ、シカゴ商品取引所における先物価格（契約時点での現物引き渡し月の翌月価格）

が基本となっている。これに為替レート、メキシコ側輸入港までのベーシス、税関等入国

費用、輸入港から消費地までのベーシスを加え、その値から地域ベーシス（実際の生産地

から消費地までの諸費用に相当）を減じたものが無差別価格となる。この価格と別に定め

られている「目標所得(Ingreso Objetivo)」の差額が農業省の行なう所得補填となる。これは、

価格を通じた補助金のようにも見えるが、メキシコ政府は、米国の輸出補助金に対する相

殺措置として自国農業生産者に対する直接所得保証を位置づけることで正当化を図ってい

る。 

 この契約栽培は、どのようなかたちで実施されているのであろうか。ここでは、ハリス

コ州で 2004年から行なわれている「トウモロコシ工場(Fábricas de Maíz)」というプロジェ

クトを事例に説明を試みたい（図 4）。この取引契約の当事者は、一方では比較的小規模な

トウモロコシ生産者 3850名（全体の生産規模は 1万 6000ヘクタール）から成るグループ

であり、ハリスコ州トウモロコシ生産者協議会(Consejo de Productores de Maíz del Estado de 

Jalisco, A.C.)が彼らを束ねている。他方では年間 200万トンの黄色トウモロコシを原料にデ

ンプン、果糖などを製造し、3億 6800万ドルの売り上げがある（El Financiero[2004.9.29]）

企業イダキム社(Industria de Derivados Alimenticios y Químicos del Maíz: IDAQUIM)である。

同社は契約栽培に基づいた国内生産者からのトウモロコシ調達に熱心で、2005～2006年の

2 年間で米国からの追加免税輸入枠 80 万トン分を使わずに返上したという（La Jornada 

Jalisco [2007.5.26]）。この両者を栽培契約の面で結びつけるのが ASERCAであり、金融面

で繋ぐのが農村金融機構(Financiera Rural)である。 

イダキム社と農村金融機構が予め協力協定を取り結んだところで（①）、ASERCA がイ

ダキム社・トウモロコシ生産者間の栽培契約の仲立ちを行なう（②）。生産者側は、集荷業

者らと参加協定を結んでいる（③）。生産に先立って必要な資金は、標準技術パッケージと

ともに農村金融機構から供与され（④）、それを用いて生産者が栽培を行なう。収穫したト

ウモロコシは、参加協定を結んでいる集荷業者の手によって ASERCA等の機関を経ずイダ

キム社に持ち込まれ（⑤）、同社製品の製造に用いられる。トウモロコシの代金は、農村金

融機構に支払われ（⑥）、栽培開始前に実施された融資が精算される。生産者にとっては、

                                                      
7 黄色トウモロコシの契約栽培事業に関するこの項の記述は、谷[2008: 37-42]および連邦下院付属持続的農村
開発・食料安全保障研究センター(Centro de Estudios para el Desarrollo Rural Sustentable y la Soberanía 
Alimentaria: CEDRSSA)のウェブサイトに 2009年 9月 1日付で掲載されたハリスコ州トウモロコシ生産者協議
会「トウモロコシ工場」プロジェクトの説明資料(http://www.cedressa.gob.mx/?doc=1853)に基づいている。 
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販売価格が栽培契約によって予め決められていることから安定的な所得の確保が期待でき

る。また、自由化が進む前の時代においては、トウモロコシの生産・出荷に関しては公的

部門の比重がきわめて大きく、保証価格制度の廃止や CONASUPO の解体などが行なわれ

た 1990年代末の段階では、まず何よりも販路の確保が難しい課題であった。契約栽培とい

うこの方式は、こうした公的部門の退出によって生み出された空白を埋める役割も果たし

たということができるであろう。他方、イダキム社にとっては、価格や品質の点で輸入さ

れるトウモロコシと変わらなければ、投入財が国内産であっても何ら問題はなく、むしろ

中長期的に米国産トウモロコシの需給が逼迫するリスクを考えれば、国内の比較的近い地

域に原料供給源を備えておくことは、大きな安心材料であると考えられる。また、積極的

にこうしたプロジェクトの推進に貢献していることによるパブリシティ効果を考えれば、

十分にメリットがあるということができるであろう。 

 

図 4 「トウモロコシ工場」プロジェクトに見る契約栽培の仕組み 

 

                             イダキム社  

       ① 

                 ⑥                ⑤ 

   農村金融機構  

                            ②  集荷業者ら  

                                  

       ④                           ③ 

                           トウモロコシ生産者  

   （出所）ハリスコ州トウモロコシ生産者協議会資料を基に筆者作成。 

 

 

5．おわりに 
 

 本稿でここまで見てきたように、メキシコにおけるトウモロコシの生産・流通・消費は、

近年において実に複雑化してきたことが確認できる。後知恵と言ってしまえばそれまでで

あるが、NAFTAの枠内でトウモロコシ輸入を完全に自由化すべきか否かをめぐり応酬され

た議論は、賛成論にせよ反対論にせよ、あまりにも単純な枠組みで行なわれていたことが

今や明らかであるし、また市場メカニズムの力のみによってトウモロコシ問題に対処する

こともまた、あまりにも単純な見方であった。14年間の NAFTA移行期を経験する中で、

メキシコの政府も生産者も、あるいはトウモロコシを投入財として用いる畜産業者、加工

業者も、新たな身の処し方を学んできたということが言えるのではないか。 
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そのような意味で、第 4節で取り上げた新たな動きは、メキシコ農業の新たな姿を形作

っていく重要な要素となることは間違いない。第 2節でも論じたように、メキシコにおい

てトウモロコシはもはやかつてのように国民統合のシンボルという意味での政治的資源で

はあり得ないし、伝統的な農民が自家消費を主眼に生産しているだけの作物でもない。特

に 2000年代に入ってから、新たな商品作物として認識されるようになってきたし、そのよ

うな趨勢は今後も強まりこそすれ、弱まることはないであろう。しかし同時に、1980年代

後半から 90年代にかけて見られたように、天候をはじめとする自然現象に大きく左右され

る第一次産業を単に市場メカニズムの中に放り込むことによって効率性が達成されるわけ

ではないことも認識されてきた。近年では多くの作物で政府による契約栽培の斡旋が行な

われるようにもなってきている。このことは、メキシコに限らず、農牧業、林業など第一

次産業のさまざまな部門で、垂直統合的な動きが強まってきていることとも軌を一にして

いる8。 

 ただ、メキシコのトウモロコシに関しては、前段で触れた「伝統的な農民」の存在も依

然として無視できないことにも注意を払うべきであろう。転作奨励事業が徐々にではあれ

黄色トウモロコシの輸入代替を進めつつあるように見える一方で、白トウモロコシの栽培

に固執する農民も少なくない。現地でよく聞く説明としては、転作のための資金が十分で

ない、ないしは融資が受けられない、それまでトウモロコシ生産の放棄を誘導するような

政策を 10年以上にわたって続けてきた政府が 2003年を境に、掌を返したようにトウモロ

コシの栽培を奨励するようになったのは信用できない、白トウモロコシはいざとなれば自

分で食べることもできるので安心感がある、などのことが挙げられる。こうした伝統的な

「農民」と生産性の向上を果たし国際競争力をつけつつある商業的な「農業生産者」9の併

存が今後も続いていくのか、あるいは現在がそれほど長くはない移行期なのかは未だ不明

であるが、中期的な需給の逼迫が予想されるとするならば、前者が「引退」という形で、

いわば自然に退出することで移行期が完了するような緩慢な変化が展開していくように思

われる。 

 

 

  

                                                      
8 このような点に関する具体的な諸事例については、星野編[2007]を参照のこと。 
9 例えば秋冬シーズンに灌漑農地でトウモロコシを生産するシナロア州の生産者の平均反収は、すでに 10ト
ンを超えている。 
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